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栗山ならではの教育を目指して

地域 × 栗山高校
児童センターの子どもたちがたくさん
の笑顔を届けてくれました。（児童セ
ンターの紹介は 12 ページ参照）
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開
校
以
来
、
最
も
少
な
い
入

学
者
数
と
な
っ
た
今
春
の
栗
山

高
校
。
定
員
80
人
に
対
し
、
倍

率
は
0.3
倍
（
昨
年
0.5
倍
）
に
あ

た
る
25
人
の
1
年
生
が
入
学

し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、「
栗
山
高
校
の
維

持
・
存
続
」
を
重
要
な
町
政
課

題
と
し
、
資
格
取
得
や
模
擬
試

験
な
ど
の
受
験
料
補
助
や
、
入

学
準
備
支
援
金
・
部
活
動
費
の

助
成
制
度
を
拡
充
、
国
際
交
流

事
業
「
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
」
の
栗

高
生
枠
の
創
設
な
ど
、
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
組
織
「
北
海

道
栗
山
高
等
学
校
魅
力
づ
く
り

委
員
会
」
を
設
置
し
、
高
校
の

在
り
方
や
特
色
あ
る
教
育
課
程

の
編
成
に
つ
い
て
提
言
を
行
う

な
ど
、
魅
力
あ
る
学
校
・
選
ば

れ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
よ
り
「
北

海
道
栗
山
高
等
学
校
を
支
え
る

会
（
以
下
、
支
え
る
会
）」
が

北
海
道
教
育
委
員
会
（
以
下
、

道
教
委
）
に
対
し
間
口
維
持
に

向
け
た
活
動
を
行
う
他
、
今
春

始
動
し
た
女
子
硬
式
野
球
同
好

会
を
応
援
す
る
組
織
「
栗
山
高

校
女
子
野
球
後
援
会
」
を
設
立

す
る
な
ど
、
町
と
町
民
が
一
体

と
な
っ
た
高
校
の
支
援
体
制
が

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
集   

　
栗
山
な
ら
で
は
の
教
育
を
目
指
し
て

生
徒
確
保
に
向
け
て

ま
ち
一
体
で
行
う
支
援
活
動

栗山高校女子野球後援会設立総会の
ようす

地
域
地
域  

××  

栗
山
高
校

栗
山
高
校
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栗山高校については令
和 4 年広報 6 月号でも
紹介しています

　

昨
年
に
引
き
続
き
１
学
年
が

１
学
級
編
制
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
８
月
23
日
、
佐
々
木
学

町
長
か
ら
道
教
委
へ
普
通
科
募

集
間
口
の
２
学
級
維
持
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
町
長
か
ら
、
現
在
、

町
が
進
め
る
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
と
の
連
携
に
よ
る
高
・
専

一
貫
教
育
モ
デ
ル
の
開
発
・
実

証
事
業
の
推
進
（
次
ペ
ー
ジ
後

述
）
や
女
子
硬
式
野
球
活
動
な

ど
、
入
学
者
増
に
つ
な
げ
る
生

徒
確
保
対
策
に
つ
い
て
説
明
。

ま
た
、
同
席
し
た
鵜
川
和
彦
栗

山
町
議
会
議
長
、
松
原
正
和
栗

山
商
工
会
議
所
会
頭
（
当
時
）

か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
栗
山
高
校
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
や
要
望
を

受
け
て
、
道
教
委
の
倉
本
博
史

教
育
長
は
「
栗
山
高
校
が
町
民

の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し
ま

す
。
本
日
の
要
望
内
容
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
高
校
設
置

者
で
あ
る
道
教
委
と
し
て
も
福

祉
を
テ
ー
マ
に
し
た
教
育
活
動

の
推
進
な
ど
、
地
域
か
ら
の
支

援
を
土
台
に
し
た
学
校
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
道
教
委
は
９
月
６

日
に
令
和
５
年
度
以
降
の
高
校

配
置
計
画
と
今
後
の
見
通
し
を

示
し
た
公
【
１
】
立
高
等
学
校
配
置
計

画
を
決
定
。
多
く
の
学
校
が
、

募
集
停
止
や
統
廃
合
、
学
級
数

減
な
ど
の
厳
し
い
見
通
し
と
な

る
一
方
、
栗
山
高
校
は
２
学
級

が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
高

校
存
続
に
か
け
る
想
い
と
取
り

組
み
が
、
実
を
結
び
ま
し
た
。

栗山高校は 2 学級維持で
決定されたましたが、依
然多くの高校で厳しい状
況が続いています。近隣
の空知南学区の一部の現
状を紹介します。
―――――――――――
◎南幌高校
す で に 生 徒 募 集 を 停 止。
今年度で閉校

◎長沼高校
一 時 期 は 1 学 級 体 制 で
あったが、近年は学区外
からの出願が多く、2 学級
制で運営

◎岩見沢東高校
令 和 7 年 度 に 岩 見 沢 西
高校と統合し、新設校を
設置

◎岩見沢西高校
同上。統合後は、同校の
校舎を使用予定

◎岩見沢緑陵高校
近年は学区内で定員以上
の受験者が出願。学級数
も今後 1 増の予定

支援制度を活用し、海外派遣を行う少
年ジェット事業。今年度は 2 人の栗高
生が参加します

多くの人に支えられながら活動してい
る女子野球同好会。地域の活動にも積
極的に参加しています（総合防災訓練）

想
い
が
伝
わ
っ
た
要
望
活
動

栗
山
高
校
の
２
学
級
維
持
が
決
定

【
１
】
公
立
高
等
学
校
配
置
計
画

　

高
校
進
学
希
望
者
数
に
応
じ
た

定
員
を
確
保
す
る
た
め
、
中
学
校

卒
業
者
数
の
状
況
を
踏
ま
え
、
学

校
・
学
科
の
配
置
や
規
模
の
適
正

化
を
図
る
た
め
の
計
画
。
道
教
委

が
作
成
し
、
毎
年
度
、
３
年
間
の

具
体
的
な
高
校
配
置
計
画
と
そ
の

後
４
年
間
の
見
通
し
を
公
表
す
る
。

栗高だけではない？栗高だけではない？
近隣の高校の動向近隣の高校の動向

高校について町民と意見交換
を行う（まちづくり懇談会）

道教委への要望活動のようす

33 広報くりやま　2022. 12



Interview 栗っ子たちの声 町からの支援制度を活用している栗高生と、栗高卒業生
の介護学生のお二人に話を聞きました。

　来年 1 月に行われる少年
ジェット事業の栗高枠制度
を利用して、オーストラリ
アに行ってきます。これま
で高校や町教育委員会、ALT 
のスタッフさんにお世話にな
りながら、楽しく活動してい
ます。今は事前研修などで英
語の勉強や団員達との交流を
深めています。小さいころか
ら海外に興味があり、研修で
海外の文化をたくさん学んで
帰ってきたいと思います。

　

町
で
は
、
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
を
事
業
主
体
と
す
る

介
護
分
野
の
中
核
を
担
う
人

材
養
成
に
向
け
た
新
た
な

高
・
専
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
「
文
部
科

学
省
委
託
事
業
「
専
修
学
校

に
よ
る
地
域
産
業
中
核
的
人

材
養
成
事
業
」
と
し
て
全
国

で
唯
一
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
栗
山
高
校

は
学
校
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
と
し
て
町
と
連
携

し
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

栗高枠を利用してオーストラリアへ

学
ぶ
教
育
活
動
の
実
現
に
向

け
新
科
目
「
栗
山
と
福
祉
」

の
教
育
課
程
の
改
編
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
地
域
独
自
の
教
育
資

源
を
活
用
し
た
活
動
で
道
教

委
か
ら
も
認
め
ら
れ
、
次
年

度
よ
り
道
外
か
ら
の
出
願
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
産
学
官
に
よ
る
連

携
組
織
「
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
を
構
築
し
、学
校
・

行
政
、
そ
し
て
産
業
界
が
連

携
し
、
福
祉
・
介
護
の
充
実

を
目
指
し
ま
す
。

　高校生のときに参加した進
学説明会をきっかけに、介護
学校への入学を決めました。
その数年後に母校が福祉に特
化した取り組みを行うと聞い
て、うらやましい限りです。
介護を学ぶことは、苦労もあ
りますが、利用者さんや仲間
たちとの関わりや実習など、
やりがいが大きいです。これ
から入学する多くの栗高生に
も福祉の魅力を感じて貰いた
いと思います。

高校から福祉を学ぶこと

 

次
年
度
よ
り
道
外
募
集
が
ス
タ
ー
ト

「
福
祉
」
を
学
ぶ
新
た
な
取
り
組
み

　これまで栗山町の皆さんには
多く支援やご提言をいただき、
大変感謝しています。その答え
となるような形で、栗山高校は
福祉教育に特化した学校づくり
を進めていきます。
　福祉教育は、日本が抱える少
子高齢化などの問題にも関連す
るテーマです。その基礎的な部
分を学ぶことは、社会に出た時
ないしは介護の場面で、栗山高
校で得た知識・経験が生きると
思っています。今後も地域から
信頼され、選ばれる学校づくり
を進めていきたいと思います。

これまでも栗山高
校との連携事業を
行ってきた介護福
祉学校

福
祉
を
学
ん
で
社
会
で

生
き
る
経
験
に

栗山高校
教頭　煙

けむりやま

山　訓
さとし

さん

栗山高校 2年
　原

はらだ

田　涼
すずか

花さん
　（栗山中学校卒業）

介護福祉学校 1年
　　土

どもん

門　萌
もえみ

笑さん
   　 （栗山高校卒業）
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特集

　

私
が
通
っ
て
い
た
時
と
比

べ
て
生
徒
数
は
減
少
し
、
少

子
化
や
存
続
問
題
な
ど
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
母
校
が

福
祉
教
育
や
女
子
野
球
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
姿

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
福
祉
に
特
化

し
た
教
育
を
行
う
こ
と
は
、

人
材
不
足
と
い
わ
れ
る
福
祉

業
界
と
し
て
も
大
変
楽
し
み

で
す
。
介
護
福
祉
の
現
場

は
、
利
用
者
さ
ん
の
人
生
を

ど
の
よ
う
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
て
い
く
か
を
医
師
、
介
護

職
、
看
護
職
、
リ
ハ
ビ
リ
職
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
一

人
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
全
体

で
取
り
組
む
業
界
で
す
。
授

業
で
は
技
術
的
な
こ
と
も
学

ぶ
か
と
思
い
ま
す
が
、
学
校

の
仲
間
同
士
で
考
え
、
取
り

組
む
姿
勢
や
繋
が
り
の
大
切

さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
長
年
栗
山
町
の
多

く
の
人
の
温
か
さ
に
お
世
話

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
温
か
み
の
あ
る
ま
ち
で
福

祉
を
学
ぶ
こ
と
で
、
今
後
の

生
活
や
社
会
に
即
し
た
考
え

方
を
身
に
つ
け
る
貴
重
な
時

間
を
過
ご
し
て
欲
し
い
な
と

思
い
ま
す
。

人
の
温
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
学
び
を

長年、栗山町の福祉
を支える「ガーデン
ハウスくりやま」

介護老人保健施設
ガーデンハウスくりやま

前事務長　山
やまぎし

岸　貴
たかあき

昭 さん

栗山町出身で栗山高校卒業生。今年 10 月ま
で介護老人保健施設「ガーデンハウスくり
やま」の事務長として勤務。現在は札幌市
の施設に転勤となったが、ふるさと栗山へ
の想いから、現在も母校にエールを送って
いる。

Profile

　

栗
山
町
は
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
長
年
取
り

組
ん
で
お
り
、
昭
和
63
年

に
は
北
海
道
介
護
福
祉
学

校
の
開
校
、
令
和
３
年
の

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制

定
な
ど
「
栗
山
町
な
ら
で

は
の
福
祉
の
環
境
」
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
社
会
全
体
で
は

介
護
人
材
不
足
や
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄

化
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
栗
山
町
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広

報
10
月
号
「
介
護
福
祉
学

校
特
集
」
で
も
触
れ
ま
し

た
が
、
変
化
し
続
け
る
地

域
を
支
え
、
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
も
ち

ろ
ん
、
住
民
が
共
に
支
え

あ
う
意
識
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
栗
山
高
校

が
行
う
取
り
組
み
は
、
そ

の
課
題
解
決
の
一
端
を
担

う
も
の
で
す
。「
高
・
専

一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
事
業
」
は
、
地
域
で

の
介
護
人
材
養
成
に
向
け

た
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
介
護
人

材
不
足
の
解
決
だ
け
で
な

く
、
生
徒
た
ち
へ
福
祉
教

育
を
通
し
て
身
に
付
け
ら

れ
る
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

こ
れ
は
栗
山
高
校
が
福

祉
・
介
護
を
専
門
で
学
ぶ

学
校
と
し
て
変
革
す
る
の

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
栗

山
町
が
進
め
て
き
た
福
祉

の
環
境
を
活
か
し
た
「
栗

山
町
な
ら
で
は
の
教
育
」

を
行
う
も
の
で
す
。
身
近

に
あ
る
福
祉
・
介
護
の
課

題
に
触
れ
、
地
域
を
見
る
。

将
来
を
見
据
え
た
共
生
社

会
の
視
点
を
養
う
こ
と
。

仮
に
福
祉
関
係
の
仕
事
に

従
事
せ
ず
と
も
こ
の
教
育

活
動
で
学
ん
だ
経
験
は
将

来
生
き
て
い
く
上
で
の
糧

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
、
地
域
に
根

差
し
た
学
校
と
し
て
あ
り

続
け
る
栗
山
高
校
。
近
い

将
来
、
よ
り
多
く
の
栗
高

生
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て
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長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉

活
動
な
ど
に
寄
与
さ
れ
た
方

を
表
彰
す
る
「
令
和
４
年

度
社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

式
」（
主
催 

町
社
会
福
祉
協

議
会
：
橘
一
也
会
長
）
が
11

月
13
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
「
Ｅ
ｋ
ⅰ
」
で
開
か
れ
ま

し
た
。表
彰
者
へ
は
表
彰
状
、

同
協
議
会
へ
高
額
寄
付
を
さ

れ
た
方
に
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
た
ほ
か
、
北
海
道
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
表
彰
の
伝
達

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
】

　
木
藤　

浩
二
さ
ん

　

坂
井　
　

亨
さ
ん

　

坂
井　

雅
子
さ
ん

　

山
本　

光
子
さ
ん

　

棣
棠　

英
俊
さ
ん

　

沼
山　

千
代
子
さ
ん

　

新
井　

孝
子
さ
ん

　

伊
藤　

美
鈴
さ
ん

　

西
下　

雅
己
さ
ん

　

小
川　

貴
臣
さ
ん

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

倉
島　

知
恵
子
さ
ん

初
山　

清
仁
さ
ん

髙
橋　

澄
子
さ
ん

藤
原　

智
恵
子
さ
ん

長
嶋　

紀
子
さ
ん 

精
神
障
が
い
者
家
族
会

「
よ
つ
ば
会
」

【
優
良
施
設
職
員
表
彰
】

佐
々
木　

彩
乃
さ
ん

犬
養　

亜
弥
子
さ
ん

杉
本　

和
代
さ
ん

【
感
謝
状
（
個
人
）】

小
幡　

孝
秀
さ
ん

吉
田　

礼
子
さ
ん

　
　
　

子
３
名

谷
口　

温
松
さ
ん

【
感
謝
状
（
団
体
）】

株
式
会
社
Ｈ
Ｄ
Ｃ

有
限
会
社　

高
杉

令
和
４
年
度
北
海
道
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
北
輝
男
さ
ん

へ
の
伝
達
式
が
11
月
15
日
、

役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
さ
ん
は
、
平
成
19
年
６

月
に
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
に
就
任

し
、
平
成
27
年
６
月
か
ら
令

和
４
年
４
月
ま
で
同
協
議
会

会
長
な
ど
を
歴
任
。
14
年
10

カ
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま

し
た
。

交
通
功
労
者
・
優
良
運
転
者
等
表
彰

交
通
功
労
者
・
優
良
運
転
者
等
表
彰

　

栗
山
地
区
交
通
安
全
協
会

（
松
原
由
典
会
長
）
主
催
の

「
令
和
４
年
度
交
通
功
労
者
・

優
良
運
転
者
等
表
彰
式
」
が

10
月
21
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

長
年
地
域
の
交
通
安
全
に

尽
力
さ
れ
た
方
や
優
良
運
転

を
続
け
ら
れ
た
方
な
ど
に
対

し
、
４
町
（
栗
山
、
長
沼
、

由
仁
、
南
幌
）
で
構
成
さ
れ

る
同
会
か
ら
栗
山
町
よ
り
８

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部

長
・
札
幌
方
面
交
通
安
全
協

会
長
連
名
表
彰
（
功
労
者
）】

　

鈴
木　

英
雄
さ
ん

　

早
苗　

雄
二
さ
ん

　

土
井　
　

猛
さ
ん

【
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部

長
・
札
幌
方
面
交
通
安
全
協

会
長
連
名
表
彰
（
優
良
者
）】

　

安
達　

精
二　

さ
ん

【
北
海
道
交
通
安
全
協
会
長

表
彰
（
功
労
者
）】

　

木
藤　

孝
也　

さ
ん

【
北
海
道
交
通
安
全
協
会
長

表
彰
（
優
良
運
転
者
30
年
以

上
）】

　

増
田　

善
久　

さ
ん

【
栗
山
地
区
交
通
安
全
協
会

表
彰
（
功
労
者
）】

　

佐
野　

友
一　

さ
ん

　

中
井　

祐
樹　

さ
ん

社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

北
海
道
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
表
彰
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読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
栗

小
お
は
な
し
会
（
青
木
春
重

代
表
）」
が
優
良
読
書
グ
ル
ー

プ
北
海
道
表
彰
を
受
賞
し
、
11

月
２
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」
で
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

同
サ
ー
ク
ル
は
平
成
13
年
に

発
足
し
、
在
校
生
の
保
護
者
、

学
校
に
孫
を
持
つ
方
な
ど
の
町

民
12
人
で
構
成
。
子
ど
も
た
ち

に
本
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
栗
山
小
学
校
で
毎
週
１

回
、
全
ク
ラ
ス
の
朝
自
習
の
時

　

町
内
で
の
地
域
貢
献
を
目
的
と
し

た
奉
仕
活
動
に
よ
り
、
施
設
の
環
境

整
備
な
ど
の
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【株式会社北創】【株式会社北創】
角田小学校の外壁の洗浄、角田小学校の外壁の洗浄、
非常階段の補修など非常階段の補修など

【岩崎建設工業株式会社】【岩崎建設工業株式会社】
御園地区の旧バス停留所を撤去御園地区の旧バス停留所を撤去

「議会の動き」をお伝えします「議会の動き」をお伝えします（10 月 17 日招集）

▼議　案
【令和 4 年度栗山町一般会計補正予算（第 8 号）】

　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 165,548 千円を
追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 9,836, 821
千円とするもので、主な内容は、くりやま暮らし応援商品券
発行事業や高齢者等介護予防・生活支援事業（高齢者除雪サー
ビス事業）などにかかわる追加の補正です。

　令和 4 年栗山町議会定例会 10 月臨時会議で次の議案が審
議され可決されました。

優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
北
海
道
表
彰

地
域
貢
献
活
動

間
に
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
長
年
の
献
身
的
な
活
動

の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

吉
田
政
和
教
育
長
は
「
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
こ
れ
か
ら
も

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
お
り
、
青
木

代
表
は
「
活
字
離
れ
と
い
わ
れ

る
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

本
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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坂
さかうし

牛　雄
ゆ う た

太さん、中
なかむら

村　良
りょうこ

子さん
向
むかいひら

平　広
ひろまさ

真さん （北海道介護福祉学校 1 年）

　

今
年
度
入
学
し
た
坂
牛

雄
太
さ
ん
、
向
平
広
真
さ

ん
、
公
共
職
業
訓
練
生
の

中
村
良
子
さ
ん
の
3
人

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
く
り
の
さ
と
で
1
年
次

の
実
習
を
終
え
ま
し
た
。

　

2
回
の
実
習
を
終
え
た

3
人
は
「
一
人
ひ
と
り
に

対
し
、
適
切
な
支
援
を
す

る
介
護
福
祉
士
の
専
門
性

の
高
さ
を
学
べ
ま
し
た
」

「
介
助
な
ど
を
す
る
際
に
、

利
用
者
さ
ん
へ
の
声
か
け

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
」「
介
助
を
す
る
必
要

性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」な
ど
と
話
し
、

現
場
で
必
要
な
ス
キ
ル
を

学
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　

実
習
先
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
く
り
の
さ
と
で

は
「
家
族
の
よ
う
な
温
か

さ
が
あ
り
、
利
用
者
さ
ん

の
笑
顔
が
多
く
素
敵
な
施

設
で
し
た
」
と
3
人
は
口

を
揃
え
て
言
い
ま
す
。　

　

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
聞
く

と
、坂
牛
さ
ん
は
「
知
識
、

経
験
、
積
極
性
を
持
っ
て

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
」
中
村
さ
ん
は

「
常
に
学
び
続
け
る
こ
と

を
忘
れ
ず
、
利
用
者
さ
ん

を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
」
向
平
さ

ん
は
「
技
術
、
知
識
を
身

に
付
け
て
一
人
の
介
護
福

祉
士
と
し
て
み
て
も
ら
え

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
」
な
ど
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

1 年次の実習を終えて1 年次の実習を終えて

　

布
谷
さ
ん
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
に
所
属
し
て
お

り
、
２
年
生
６
人
、
１
年

生
１
人
の
計
７
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
部
長

と
し
て
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー

の
構
成
や
仲
間
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
、
大
会
に
向
け
て

日
々
奮
闘
中
。
「
大
会
で

は
、
満
足
の
い
く
結
果
を

残
せ
て
い
な
い
の
で
、
常

に
高
い
目
標
を
持
ち
技

術
の
向
上
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

　

布
谷
さ
ん
は
生
徒
会
に

も
所
属
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
、
情
報
発
信
を
通
じ
て

学
校
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の

目
標
つ
い
て
に
聞
く
と

「
大
会
で
は
目
の
前
の
一

戦
に
全
力
で
挑
み
勝
ち
進

ん
で
行
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
勉
強
や
生
徒
会
の
活

動
も
手
を
抜
か
ず
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
力

強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

目の前の一戦に全力プレー目の前の一戦に全力プレー

栗山学び隊　Vol.30 介護福祉学校と栗山高校に通う皆さんの様子をお届けします

布
ぬ の や

谷　優
ゆ め

芽さん（栗山高等学校 2 年）

▲左から坂牛雄太さん、中村良子さん、向平広真さん



介護の現場は
利用者・職員の
居場所となります

皆さんの悩み、お聞きします

ケアラーの窓から 

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
通
じ

て
利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
居
場

所
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の
ご
家
族

の
方
に
も
安
心
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
想
い
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
の
際
に
は
「
サ
ー
ビ
ス

を
教
え
て
も
ら
っ
て
助
か
っ
た
」

「
入
所
の
不
安
が
解
消
さ
れ
た
」

な
ど
と
い
っ
た
声
も
い
た
だ
き
ま

す
。
困
っ
た
時
に
備
え
、
い
つ
で

も
情
報
が
提
供
で
き
る
よ
う
日
頃

の
発
信
に
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
は
、
利
用
者
さ
ん
の
笑

顔
や
自
分
を
認
識
し
て
く
れ
た
時

な
ど
、
多
く
の
場
面
で
喜
び
を
感

じ
ら
れ
る
仕
事
で
す
。

　

介
護
の
人
材
不
足
は
大
き
な
社

会
問
題
で
す
。
当
施
設
も
近
年
人

手
不
足
を
感
じ
て
お
り
、
昨
年
は

栗
山
町
介
護
人
材
確
保
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
現
状
を
受
け
、
昨

年
度
よ
り
職
員
の
福
利
厚
生
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
、
賃
金

ア
ッ
プ
な
ど
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
心
掛
け

Vol.12

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
で
安
心

介
護
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い

①子どもの相談    町子育て支援センター☎ 72-1280　　※①～③は平日のみです。
②高齢者の相談    町地域包括支援センター  ☎ 73-2255  
③障がいの相談    町福祉課福祉・子育てグループ  ☎ 73-2222
④ケアラーの相談    町社会福祉協議会  ☎ 72-2121　　※④は月・水・金の午前のみです。

介
護
人
材
確
保
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

て
い
ま
す
。
特
に
、
職
員
間
投
票

に
よ
る
「
職
員
表
彰
制
度
」
や
職

員
へ
の
感
謝
の
手
紙
を
掲
示
す
る

「
サ
ン
ク
ス
カ
ー
ド
」
の
導
入
な

ど
、
目
に
見
え
た
形
で
気
持
ち
を

伝
え
合
う
取
り
組
み
は
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
効
果
が
あ

り
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
資
格
習
得
に
向
け
た
補

助
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
未
経
験

者
も
含
め
た
人
材
の
定
着
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
を
通
じ
て

　

介
護
の
仕
事
は
、
経
済
状
況
や

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
情
勢
に
影
響
さ

れ
に
く
い
安
定
し
た
職
種
で
す
。

仕
事
の
性
質
上
「
究
極
の
サ
ー

ビ
ス
業
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
人
々
の
生
活
の
一
部

に
携
わ
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の

サ
ー
ビ
ス
業
で
す
。
目
標
に
対
し

て
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
ケ
ア
で
き

る
こ
と
も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
の
現
場
は
、
利
用
者
さ
ん

の
居
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
や

り
が
い
を
感
じ
る
私
た
ち
職
員
の

居
場
所
で
す
。
人
と
人
が
触
れ
合

う
介
護
の
分
野
に
、
ぜ
ひ
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

特別養護老人ホーム
くりのさと・くりのさと彩

業務課長　澤
さわかわ

川　雄
ゆうすけ

介 さん
滝川市出身。大学卒業後、これまで 18 年間にわ
たり同施設の介護福祉士として従事。現在は主に
生活相談員として、利用者さんの家族や地域の
方々への相談業務を通し、町民を支える一人です。
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※今月のコラムは、栗山町介護人材確保プロジェクトチームの協力により掲載しています。

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
」「
介
助
を
す
る
必
要

性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」な
ど
と
話
し
、

現
場
で
必
要
な
ス
キ
ル
を

学
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　

実
習
先
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
く
り
の
さ
と
で

は
「
家
族
の
よ
う
な
温
か

さ
が
あ
り
、
利
用
者
さ
ん

の
笑
顔
が
多
く
素
敵
な
施

設
で
し
た
」
と
3
人
は
口

を
揃
え
て
言
い
ま
す
。　

　

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
聞
く

と
、坂
牛
さ
ん
は
「
知
識
、

経
験
、
積
極
性
を
持
っ
て

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
」
中
村
さ
ん
は

「
常
に
学
び
続
け
る
こ
と

を
忘
れ
ず
、
利
用
者
さ
ん

を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
」
向
平
さ

ん
は
「
技
術
、
知
識
を
身

に
付
け
て
一
人
の
介
護
福

祉
士
と
し
て
み
て
も
ら
え

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
」
な
ど
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。



　まちなかキッチンマネージャー　まちなかキッチンマネージャー

　   　       土土
つ ち やつ ち や

屋屋　 　 綺綺
あ や かあ や か

香香　隊員　　　　　　　　　　

意外な場所に…
本田　明二の作品「家族（親子の像）」

ことで、付加価値をつけて「もっ
たいない」を無くしていきたいと
思っています。
　現在、過熟のミニトマトの加工
品開発とプロモーションを官学連
携で進めています。きっかけは、
農地に高く積まれた真っ赤に輝く
ミニトマトを「これは売れないや
つだ」と聞いたことでした。口に
入れると、これまで食べたことが
ないくらい美味しい完熟のミニト
マトでした。市場に出回れないも
のにも大きな価値があり、それを
活かしていくことにこれからの農
業や日本の食の未来があると思い
ます。改めて考える場を設けてく
れた栗山小学校の先生方、ありが
とうございました。

食品ロスによる「もったいない」を無くしたい 
　こんにちは。まちなかキッチン
マネージャーの土屋です。先日、
栗山小学校の 5 年生にむけて、食
品ロスについての授業を行ってき
ました。
　日本の食料自給率は 38％（令
和 3 年度時点）、6 割以上を輸入
に頼っているにも関わらず、一
人あたり毎日ご飯茶わん 1 杯分

（136g）の食品を捨てているのが
現状です。一方、北海道の食料自
給率は 217％（令和 2 年度時点）、
日本の食料生産を支える地域なら
ではの課題を栗山で見てきまし
た。市場に流通させるために、未
熟な状態のものを出荷する必要が
あったり、サイズの規格が厳し
かったり…。今後、お客さんの手
に渡らないものを加工品にする

協力隊の活動は
Facebook で発信中！

　Vol.177

　　本田明二作「家族（親子の像）」
　 役場 1 階の税務課前に設置している

町史の 隠れ家 vol.5

　　　  研究員　青木　隆夫
町史資料調査室   ☎ 76-7820　栗山町役場庁舎の吹抜けの中庭に、薄

う す び
日を浴びて 1

点の彫刻が置かれています。黒
く ろ み か げ い し

御影石の台座の上に立
つコンクリート塑

そ ぞ う
像で、本

ほ ん だ め い じ
田明二氏の作品「家族（親子

の像）」。この像は昭和 38 年の町役場新築移転の際に、
記念行事協賛会から贈られました。作品のモチーフは

「愛」と「希望」と「団結」。「平和な郷の願いを象徴」する
作品（『広報くりやま』第 211 号より）とされています。
　本田氏は大正 8 年、月形町生まれの彫刻家で記念碑
などの制作依頼を数多く受け、作品は道内の公共施設
などに残されています。代表的なものは、旭川市スタ
ルヒン球場の「スタルヒンよ永遠に」、真駒内五輪記念
公園の五輪小橋の「栄光」、札幌芸術の森野外美術館に

「道標 - けものを背負う男」など。また、札幌芸術の森
の建設計画にも携わり、国内の彫刻美術館の調査など
美術の発展に貢献し、平成元年に没しています。　　
その他役場内には「家族」の像以外にも、米坂ヒデノリ
氏の作品など数々の彫刻作品があり、ぜひ役場での美
術鑑賞もおすすめです。

       新しい力で栗山を元気に       新しい力で栗山を元気に

地域おこし協力隊です地域おこし協力隊です

No.76No.76
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　うさぎが食べるもの、それは「自分のフン」です！
自分のフンを食べる行動を「食糞」といいます。こ
の行動をする動物は意外と多く、コアラやイヌも
なども食糞をします。
　ビックリな行動ですが、これは栄養を補給する
ためです。ウサギのフンには生きるために必要な
栄養素が含まれています。ウサギのフンは大きく

　Vol.177

［最新情報を簡単アクセス］
★栗山公園公式ホームページ

http://t-daria.com/parktop

【問い合わせ】栗山公園案内所　☎ 72-0706 指定管理者　株式会社たかはしダリア

来年の干支「うさぎ」が食べる意外なものとは？

来年の干支「うさぎ」は「なかよし動
物園」の中でも、特に小さいお子様
には圧倒的な人気者です★

  ☑☑  CHECK !CHECK !

分けて「硬便」「盲腸便」の 2 つがあります。必要な
栄養素は、どちらのフンにも含まれているわけで
はありませんので、食べるのはやわらかくビタミ
ンやバクテリア由来のタンパク質などが豊富に含
まれる「盲腸便」。食べる時間帯は、夜中から早朝
にかけてなので滅多に目撃することはありません。
いかがでしたか？会話のネタになる豆知識でした。

この封筒が届いた皆さんへこの封筒が届いた皆さんへ まちの声 -VOICE- 
（くりやまキャッチボイスより）

□現在の除雪方法は道路の雪を左右に分け
ておりますが、皆さんの玄関前にドサッ　
と置かれます。（70 代男性）

■町道除雪の際は、雪をできるだけ道路脇
の左右に均等にかき分けるようにしていま
すが、降雪量や近所の雪だしの状況などに
よって宅地前に残される雪の量も変わる場
合があります。除雪は町民の皆さんのご協
力を得ながら行っています。置き雪対策に
は現在抜本的な策はありませんが、先進事
例などを調査し除雪の在り方を検討します。

【問い合わせ】
町建設課総務管理グループ　☎ 73-7512

除雪時、玄関前に置かれる雪

1111 広報くりやま　2022. 12

　最大 2 万円分のポイントを受け取るには、
12 月中にマイナンバーカードの申請を行う必
要があります。未申請者には、上の写真の封
筒を国からお送りしていますので、この機会
にぜひ申請ください。

【問い合わせ】　
町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

ポイントが貰える今がチャンス！

　最大 2 万円分がもらえる！　最大 2 万円分がもらえる！

マイナンバーカードの申請はマイナンバーカードの申請は  今月中に今月中に

マイナンバーカード
の新規取得等

5,0005,000円分円分

健康保険証
としての利用申込み

7,5007,500円分円分

公金受取口座
の登録で

7,5007,500円分円分

◆ポイントが貰える条件はこちら◆ポイントが貰える条件はこちら



【問い合わせ】 
町福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222

子どもたちの成長に繋げる場に
　児童センターでは自由な活動が中
心です。私たちは子どもたちの発想
を広げたり、よりよいものとなるよ
うに「繋ぐ役割」を担っています。
子どもたちの日々の変化や、児童ク
ラブを卒業した中高生たちも変わら
ず施設に足を運んでくれるなど、身

近に成長を感じながら過ごしていま
す。センターの活動を通じて人を思い
やる気持ちを学んでほしいなと思って
います。また、児童クラブ所属以外の
子や親子でも使える施設ですので、ぜ
ひ多くの方に活用してもらいたいで
す。ご気軽にお越しください。

interview

　児童センターは子どもたちの自主性を
大切にしています。遊び、勉強、創作活
動など、過ごし方はさまざま。ルールに
縛られない「自分らしく居られる場所」
でさまざまな姿を見ることができます。
また、月に数回の検定や農作物の体験な
ど、学校とは少し違った「学び」を深め
ることができます。多くの子どもたちの
健やかな成長のために大人の指導員の皆
さんもサポートしています。

自分らしく過ごせる場

まちまちという名のという名の家族家族

栗山町児童センター栗山町児童センター

児童センター（中央 4・栗山小学校向かい）
は 0 歳から 18 歳までの児童生徒が自由に
利用できます。
■一般開放（日・祝・年末年始を除く）
　月～土曜日 　10：00 ～ 17：00 
■くりくり広場
　就学前の親子がふれあい遊びを楽しん　
　だり、子ども同士の遊びの場・親同士
　の交流の場です。

・開催日（月 2 回）
　第 1・3 水曜日 10：30 ～ 11：30
■にじのこ児童クラブ
　小学生の留守家庭児童対象の放課後児
　童クラブ、一時預かりも実施。　

・預かり時間
　月～土曜日　8：00 ～ 18：30

児童センターの概要

／
おもちゃ
遊具など完備！
＼

指導員　安達　春佳さん

【問い合わせ】☎ 72-0801

12122022. 12　広報くりやま      



元気が一番元気が一番
保健のお知らせ 【申込先・問い合わせ】町住民保健課健康推進グループ　☎ 73-2256

He
althHealt hH

ealthHealth
ea
lth

　冬は、ストーブやエアコンなどの暖房器具で乾燥
しやすく、厚着やコタツで気づかぬうちに大量の汗
をかきます。人間の約 60％は水分で、食事や飲料水
から水分を摂取し、尿や便、汗で同じ量の水分を身
体から出します。この身体の働きは季節で変化はな
く、乾燥や汗で水分を失う冬も水分補給が大切です。

冬は気づかぬうちに脱水になりやすい季節です　冬は気づかぬうちに脱水になりやすい季節です　

インフルエンザや風邪の原因となるウイルスは、乾燥した室内で活発になるた
め、湿度を 40％～ 50％に保つことが大切です。また、のどや鼻の粘膜をうる
おわせると、ウイルスが粘膜の水分と結びつき、咳や鼻水となって身体から出
たり、胃液で消化することでウイルスの侵入を防ぐことができます。マスクの
保湿効果で渇きを感じにくくなるため、夏と同じく水分補給を意識しましょう。

風邪予防

水分不足は血管に流れる血液を濃くするため、血管が詰まりやすくなります。
また、寒いと身体が体温を逃がさないよう血管を収縮させるため、血圧が上
昇します。これらの要因から、冬の時期は脳卒中や心筋梗塞を引き起こす可
能性が高くなるため、冬でも水分補給をしましょう。

脳卒中・心筋梗塞予防

冬の健康管理には 冬の健康管理には 水分補給 水分補給 を忘れずに！を忘れずに！

お酒は尿が出やすくなる効果があり、飲みすぎると脱水になるため、飲酒の
合間に「水」を飲むことが大切です。カフェインを含む飲み物も尿が出やす
くなるため、特にカフェインの多いコーヒーは 1 日 3 杯までがおすすめです。

お酒とカフェインに注意

いまより

あと２杯

のどの渇きは脱水の前兆のた
め、渇きを感じる前に水分補給
をしましょう。コップ（200ml）
の水を今より「あと 2 杯」飲め
ば、約 1 日の必要量となるため、
入浴前後や寝る前、起床時など
がおススメです。

集団健診のお知らせ
【日　時】1 月 23 日㈪　7：30 ～
【場　所】  総合福祉センター「しゃるる」

※健診項目などの詳細は広報
　４月号折込の「保健サービ
　スガイド」をご覧ください。

水分補給の水分補給の
ポイント！ポイント！

1313 広報くりやま　2022. 12
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◆住宅の規模
・木造 2 階建て（オール電化）　
・一戸の床面積　2LDK 約 64㎡

◆受付期間／入居予定日
　12 月 15 日㈭まで ／ 令和 5 年 2 月
◆住　所
　中央 1 丁目 277 番地 1
◆申込要件

・住宅に困っていることが明らかである方
   ※収入基準があります。
◆必要書類

・入居申込書、婚約証明書（婚姻を予定されて　　
   いる方のみ）※様式は建設課にあります。

・所得課税証明書、納税証明書、住民票（戸籍
   の入っているもの）※世帯全員分必要です。

◆募集戸数
　2LDK  1 階 1 戸 / 2 階 2 戸 

◆家　賃
　入居者の世帯収入や住宅の広さ　　
　などにより決定

▲中央団地 2LDK　間取り図

公営住宅公営住宅「中央団地」「中央団地」
に入居を検討しませんか？に入居を検討しませんか？

【申請先・問い合わせ】
町建設課総務管理グループ 　☎ 73-7512

入居者募集中

洋室 2
5.6 帖

トイレ
浴室

洗面
脱衣所

台所

居間・食堂
16.1 帖

バルコニー

洋室 1
6.6 帖

押入

玄関

物入

\ 確認しましょう /\ 確認しましょう /
弾道ミサイルによる
J アラート受信時の行動
　10 月 4 日に北朝鮮から弾道ミサイルが発射さ
れ、国からの緊急情報を瞬時に伝える「Ｊアラー
ト（全国瞬時警報システム）」が道内にも発信
されました。
　弾道ミサイル落下時の爆風やガラスの破片な
どから身を守るための行動をお伝えします。

弾道ミサイルの落下や通過が想定され
るときは J アラートで緊急情報が発信
されます。

　Ｊアラートが発信されると、スマートフォン
などに緊急速報メールでミサイル発射情報やた
だちに避難などの国民保護情報が届きます。メッ
セージを確認したら、ミサイル到達までのわず
かな時間の中で、その場に応じた避難行動をとっ
てください。

メッセージが届いたら

落ち着いて、ただちに行動してください。

近くの建物の中か地下
に避難する。

物陰に身を隠すか、地
面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、窓の
ない部屋に移動する。

屋外に

いる場合

建物が

ない場合

屋内に

いる場合

【問い合わせ】
町総務課広報・防災・情報グループ
☎ 73-7501

国民保護ポータルサイト
もしものために事前に
確認しておきましょう
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お
金
や
経
済
の
話
は
保
護
者
の
価
値

観
だ
け
で
話
す
の
で
は
な
く
、
教
科
書

の
利
用
や
日
常
の
出
来
事
な
ど
か
ら
、

子
ど
も
が
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
校
で
は
金
融
経
済
の
授
業
内
容
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
の
公
民
で
は

暮
ら
し
と
経
済
の
授
業
で
家
計
の
収
支

や
市
場
経
済
を
学
び
ま
す
。
小
学
校
の

家
庭
科
で
は
買
い
物
の
仕
方
の
中
で
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
や
買
う
前
に
よ
く
考

え
る
こ
と
を
、
３
年
の
社
会
科
で
は
働

く
人
に
つ
い
て
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

子
ど
も
の
教
科
書
を
読
む
と
、
そ
の

時
期
に
家
庭
で
何
を
伝
え
た
ら
よ
い
の

か
見
当
が
つ
き
ま
す
。
急
に
質
問
さ
れ

た
と
き
に
も
役
立
つ
し
、
親
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。

ＦＰコラムＦＰコラム
№ 36№ 36

お金のおはなしお金のおはなし

Q&AQ&A

星
　
洋
子
（
ほ
し　

よ
う
こ
）

Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ⓡ
、
１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
１
級
Ｄ

Ｃ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、認
定
心
理
士
、住
宅
ロ
ー

ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以

上
経
理
・
総
務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、

自
身
の
家
計
の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の

資
格
を
取
得
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す

る
独
立
型
Ｆ
Ｐ
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、

相
談
業
務
な
ど
を
中
心
に
活
躍
中
。

Ｑ：子どもに「お年玉は貯金したら？」と言ったら、「どうして？」と聞
かれました。間違ったことを教えそうで困っています。お金の話は何
から始めたら良いですか？

「おうちでできる金融経済教育」
　　　  ～身近にたくさんの教材があります～　

くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャルプランナー（FP） 文：星  洋子 さん

　

小
学
生
向
け
の
図
書
も
多
く
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。
低
学
年
の
興
味
を
引
く

た
め
に
漫
画
を
挿
入
す
る
な
ど
、
工
夫

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
生
向
け
で
も

お
金
や
銀
行
の
役
割
、
需
給
関
係
や
税

金
、
外
国
と
の
お
金
の
関
係
な
ど
中
学

の
公
民
の
予
習
と
な
る
内
容
で
す
。

自
分
の
価
値
観
だ
け
で
は
な
く

教
科
書
や
日
常
の
出
来
事
か
ら

お
年
玉
か
ら
お
金
の
流
れ
を
学

社
会
の
仕
組
み
も
親
子
で
楽
し
く

　

ま
た
、
生
活
シ
ー
ン
の
中
で
子
ど
も

の
年
齢
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問

い
か
け
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば

買
い
物
に
行
っ
た
と
き
、
果
物
や
野
菜

が
時
期
に
よ
っ
て
値
段
が
違
う
の
は
な

ぜ
か
。
現
金
が
な
く
て
も
カ
ー
ド
で

「
ピ
ッ
」で
買
い
物
が
で
き
る
の
は
な
ぜ

か
、
お
店
に
払
っ
た
お
金
は
ど
こ
に
行

く
の
か
。
小
遣
い
の
お
金
は
ど
こ
か
ら

届
く
の
か
。
必
要
な
も
の
と
欲
し
い
も

の
の
違
い
は
何
か
。
小
遣
い
の
一
部
を

図
書
カ
ー
ド
や
ク
オ
カ
ー
ド
に
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
経
験
を
さ
せ

る
、
小
遣
い
を
使
い
す
ぎ
て
必
要
な
物

が
買
え
な
い
経
験
も
勉
強
で
す
。

多
く
の
書
籍
の
活
用

お
金
を
使
う
場
面
で
学
ぶ

　

そ
し
て
お
年
玉
。
貯
金
を
す
る
と
す

ぐ
に
使
え
な
い
け
ど
、
ど
ん
な
い
い
こ

と
が
あ
る
の
か
。
お
年
玉
を
銀
行
に
預

け
る
と
、
銀
行
は
そ
の
お
金
を
金
庫
に

入
れ
た
ま
ま
な
の
か
。
家
や
車
な
ど
大

き
な
買
い
物
の
と
き
に
お
金
が
な
か
っ

学校の授業でお金の使
い方を学ぶ時代です

た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
さ
ら
に

お
年
玉
を
く
れ
る
祖
父
母
は
働
い
て
い

な
い
の
に
ど
う
や
っ
て
お
金
を
得
て
い

る
の
か
。
病
院
で
保
険
証
を
見
せ
る
の

は
な
ぜ
か
な
ど
、
年
金
や
健
康
保
険
な

ど
社
会
保
険
の
し
く
み
も
日
常
生
活
か

ら
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
冬
休
み
、
親
子
で
お
金

の
勉
強
を
す
る
の
は
い
か
が
で
す
か
。

小
学
生
な
ら
貯
金
箱
を
作
る
、
ス
ー

パ
ー
の
た
く
さ
ん
の
品
々
は
ど
こ
か
ら

仕
入
れ
て
い
る
の
か
調
べ
る
、
お
金
の

歴
史
や
お
金
に
関
す
る
漢
字
を
探
し
て

み
る
の
も
お
も
し
ろ
い
勉
強
で
す
。

冬休みを活用して、親子でお
金の勉強をするのはいかがで
すか？



まちのニュース
町の行事や出来事を紹介しています。

個性豊かな作品たちを表彰

里山いきもの絵画展
　NPO法人雨煙別学校が主催する「里山い
きもの絵画展」の表彰式が10月29日、オオ
ムラサキ館で行われました。里山の風景や生
き物などをテーマに作品を募集し、全58点
の作品が出展。入賞した栗山小学校1年の村
口識

しき
さんは「ホタルの絵をうまくかけまし

た」と話していました。

JAそらち南青年部主催

いも・たまねぎ詰め放題会

　JAそらち南青年部が主催する「いも・た
まねぎ詰め放題会」が10月29日、栗山駅前
駐車場で開かれました。今年とれたてのいも
とたまねぎの詰め放題を1回300円で実施。
また、新米「ゆめぴりか」や、さつまいもな
どの販売も行われ、開始から長蛇の列ができ
た会場は終始盛り上がりを見せていました。

あまりの美味しさ・ほっぺにご飯粒

栗山町ふるさと給食

　栗山町産食材を使った「ふるさと給食」が
10月25日、町内の小中学校で提供されまし
た。メニューは栗山牛丼、栗山産卵と栗山産
野菜のみそ汁、栗マロンかぼちゃのしょう
ゆバター煮。継立小学校1年の後藤雫さんは
「かぼちゃがすごく甘くて美味しかったで
す。また食べたいです」と話していました。

図書館がハロウィン仕様に

ハッピーハロウィンライブラリー

　栗山町図書館で10月27日、「ハッピーハ
ロウィンライブラリー」が行われました。館
内では職員が仮装で勤務したほか、館内各所
がハロウィン仕様に飾り付け。絵本の読み聞
かせ、スタンプラリー、ラジオイベントなど
が行われ、来館した子どもたちは少し早めの
ハロウィンを楽しみました。
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広報に掲載できなかった話題は町ホームページや各種 SNS に掲載しています。
【URL】https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp

冬の夜道に気を付けて

町内2カ所で夜光反射材を配布

　マックスバリュ、ラッキーの店舗前で11
月14日、薄暮時高齢者事故防止街頭啓発が
行われました。薄暮・夜間時に歩行者や自転
車の位置を早期に確認し、事故の防止に繋げ
る啓発活動です。町交通安全協会の小澤茂晴
会長は「事故のないようにぜひ反射材を有効
活用いただきたいです」と話していました。

芸術の秋を楽しむ

第55回栗山町芸能祭

　町文化連盟が主催する第55回栗山町芸能
祭が11月3日、カルチャープラザ「Eki」で開
かれました。同連盟のサークルが参加し、
琴、日本舞踊、民謡、カラオケなどを披露。
参加者は、日ごろの練習の成果を発揮し、約
300人の来場者から終始惜しみない拍手が送
られました。

酒造りの無事を祈る

小林酒造祈醸祭
　小林酒造株式会社で11月14日、蔵人の安
全とおいしい酒の完成を祈願する祈醸祭が
行われました。空知管内8神社合同の神事と
し、今年は南幌神社の菱田裕一宮司など3人
の宮司が代表して執り行い、小林米三郎社長
をはじめ関係者らが参列。今季の酒造りの成
功と安全を祈りました。

プロの技術を体験

スケートボード教室
　NHK札幌放送局が主催するスケボーボード
教室が11月5日、栗山駅南公園スケートボー
ドパークで開かれました。講師として日本を
代表するスケートボーダー瀬尻稜さん、石川
祐作さんが参加し、集まった約30人の子ど
もたちはさまざまな技に挑戦し、スキルを身
に付けながら貴重な時間を楽しみました。
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最新情報は
公式サイトで発信中！

新型コロナ情報

　北海道では感染拡大期の診療・検査医療機関（発熱外来）への受診の集中を緩和し、
迅速な陽性判定ができるよう有症状で重症化リスクの低い方への抗原定性検査キッ
トの配布や陽性者登録を行う「北海道陽性者登録センター」を設置しています。
※ Web 申請、メール、ショートメッセージの連絡が可能な方限定です。

　64 歳以下で有症者の方が配布対象です。申込後、
約 2 ～ 3 日で配送されます。
■問い合わせ　 ☎ 0120-025-451（9：00 ～ 17：30）

　町内の新規感染者が急増しています。年末年始は人の動きが活発になります。今一度、感染防止対
策を徹底しましょう。マスク着用や手洗い、手指消毒のほか、冬季間でも換気を十分に行いましょう。

感染防止対策の徹底を

町内の新規感染者が急増中！

■　感染が疑われる症状がある方へ■　感染が疑われる症状がある方へ

■　無料検査キットの申込　※一部自費購入あり■　無料検査キットの申込　※一部自費購入あり

▲北海道陽性者登録センター（北海道庁ホームページより一部抜粋）

18182022. 12　広報くりやま

感染者の   自宅療養期間 は

　　  原則 7 日間 です
　　　　（濃厚接触者の待機期間は 5 日間）

■　陽性になった方・濃厚接触の方・検査を受けたい方へ■　陽性になった方・濃厚接触の方・検査を受けたい方へ

待機の流れ、検査についてなど
の詳細は北海道コロナチャット
ボットをご利用ください。

検査キットは一部有料となる場
合もあります。詳細は問い合わ
せください。

北海道陽性者
登録センター

 【問い合わせ】　町新型コロナウイルス対策室　☎ 76-7065
※ワクチン接種予約コールセンターは 12 月 29 日～ 1 月 3 日までお休みします。



infomation 

■申請方法
①に該当の世帯・・・支給要件確認書を提出
　▶ 12 月上旬にお知らせを送付
※令和 4 年 1 月 2 日以降に転入された世帯は申　　
　請が必要になります。
②に該当の世帯・・・申請が必要
　▶下記窓口または町ホームページでご確認くだ
　　さい。
■申請期限　令和 5 年 2 月 28 日㈫

　電力・ガス・食料品などの価格高騰により、
特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税
非課税世帯）に、5 万円の給付金を支給します。
■対象
①令和 4 年 9 月 30 日において世帯全員の令和
　4 年度の住民税均等割が非課税の世帯
②家計が急変し、①と同様の状況にあると認め　
　られる世帯
※詳しい要件はお問い合わせください。

◆価格高騰緊急支援給付金　１世帯5万円◆価格高騰緊急支援給付金　１世帯5万円

① 65 歳以上の高齢者の属する世帯
②身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉　
　手帳のいずれかを有する者の属する世帯
■申請方法
該当する方には 12 月上旬にお知らせを送付します。
申請書をご記入のうえ、下記窓口にご提出ください。
■申請期限　令和 5 年 2 月 28 日㈫

　原油価格や物価高騰の影響を大きく受ける低
所得の高齢者および障がい者世帯に対し、その
影響を緩和するため 1 万 2 千円の給付金を支
給します。
■対象（令和 4 年 6 月 1 日において世帯全員
の令和 4 年度の住民税均等割が非課税の世帯
で次のいずれかに該当する方）

◆高齢者世帯等生活支援給付金　1世帯1万2千円◆高齢者世帯等生活支援給付金　1世帯1万2千円

【申請先・問い合わせ】高齢者世帯等生活支援給付金担当係（町福祉課内）　☎ 73-2222

【申請先・問い合わせ】価格高騰緊急支援給付金担当係（町福祉課内）　☎ 73-2222

③販売農家
■支給要件
①申請時に営農をしている農業経営体
②前年度の農産物販売金額が年間 50 万円以上
■申請期限　令和 4 年 12 月 30 日㈮

　町内で営農している農業経営体に対して、支
援金（１農業経営体 15 万円）を支給します。
■支給対象者（主たる営農地が栗山町で次のい
ずれかに該当する者）
①町の認定農業者、認定新規就農者
②町内に本店または主たる事務所を持つ農業法人

◆原油価格・肥料高騰等対応農業経営緊急支援金　1農業経営体15万円◆原油価格・肥料高騰等対応農業経営緊急支援金　1農業経営体15万円

【申請先・問い合わせ】町産業振興課農林業振興グループ　☎ 73-7515

◆中小企業等エネルギー価格高騰対策支援金　最大10万円◆中小企業等エネルギー価格高騰対策支援金　最大10万円

・5 万円以上 10 万円未満　　  3 万円
・10 万円以上 20 万円未満　    5 万円
・20 万円以上　　　　　　　10 万円
※ 1 事業者 1 回までの申請です。詳細は下記窓 
     口または町ホームページでご確認ください。
■申請期限　令和 5 年 3 月 15 日㈬

　新型コロナおよびエネルギー価格高騰などの
影響が大きい事業者に支援金を支給します。
■交付額
令和 4 年 4 月から令和 5 年 1 月までのいずれ
かの月におけるエネルギー経費の支出額の合計
※対象エネルギー：ガソリン、電気、ガス、灯
　油、重油および軽油

【申請先・問い合わせ】町ブランド推進課商工・労働グループ　☎ 73-7516

新型コロナウイルスに関連する各種給付金のお知らせ
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「
冬
の
暴
力
追
放
運
動
」
は
、
暴
力

団
の
根
絶
に
よ
っ
て
安
全
で
安
心
な
北

海
道
の
実
現
を
目
指
し
、
道
内
各
地
区

の
暴
力
追
放
運
動
推
進
協
議
会
な
ど

が
、
道
民
運
動
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
暴
力

団
な
ど
の
関
係
者
と
は
商
取
引
を
含
め

た
一
切
の
関
係
を
遮
断
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
振
り
込
め
詐
欺
、
消
費
者
金

融
・
携
帯
電
話
使
用
料
等
の
各
請
求
、

書
籍
の
購
入
要
求
、
ゆ
す
り
、
た
か
り

な
ど
の
暴
力
的
要
求
、
そ
の
他
の
暴
力

被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
警
察
に

相
談
（
通
報
）
し
ま
し
ょ
う
。

　　　

    今月のくらし 【問い合わせ】　町環境政策課生活安全グループ　☎ 73-7510

冬
の
暴
力
追
放
運
動

冬
の
暴
力
追
放
運
動

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
1212
月月
1515
日
㈭
～

日
㈭
～
11
月月
1414
日
㈯
日
㈯

暴
力
団
の
違
法
な
資
金
獲
得
活

動
の
実
態
周
知
と
被
害
防
止

重点①

暴
力
団
追
放

「
三
な
い
運
動 

＋
1
」
の
推
進

推進
　

暴
力
団
関
係
者
と
の
交
遊
、
車
の
暴

走
行
為
や
薬
物
乱
用
な
ど
の
非
行
行
為

を
見
た
と
き
は
、
保
護
者
や
関
係
者
、

警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

暴
力
団
を
排
除
し
、
住
み
良
い
ま
ち

に
す
る
た
め
に
、
暴
力
追
放
「
三
な
い

運
動
＋
１
（
ワ
ン
）」
を
展
開
し
ま
す
。

少
年
に
対
す
る
暴
力
団
の
影
響

排
除
と
環
境
浄
化

重点②

警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
国
は
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
、
国
際
社
会
と
連
携
し
、
人
権
侵

害
問
題
の
実
態
を
解
明
、
そ
の
抑
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

18
年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ

の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

等
が
定
め
ら
れ
、
12
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
問
題
啓
発

週
間
」
と
し
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
の
解
決
を
始
め
と
す
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
と

認
識
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

栗
山
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w

w.police.pref.hokkaido.
lg.jp

陸・海・空　自衛官募集 【問い合わせ】
 札幌地方協力本部恵庭地域事務所　
 ☎ 0123-34-5438

　　
【会　場】恵庭地域事務所

        　　   ※土日は事前予約

自衛官採用説明会自衛官採用説明会
　　

【試験日】　 一般：1 月 14 日㈯～ 15 日㈰
         　　　※いずれか一日

【締　切】      一般：1 月 6 日㈮

令和 4 年度高等工科学校令和 4 年度高等工科学校
生徒採用試験（一般）生徒採用試験（一般）

　　※その他、年齢や必要資格などはお問い合わせください。

　　
【試験日】12 月 17 日㈯～ 18 日㈰

　　　　  ※いずれか一日
【締　切】12 月 9 日㈮

自衛官候補生採用試験自衛官候補生採用試験

「三ない運動 +1」
！ 暴力団追放

① 暴力団を「利用しない」

② 暴力団を「恐れない」

③ 暴力団に「金を出さない」

+1 暴力団と「交際しない」
詐欺電話が来たら

「＃ 9110」
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infomation 【問い合わせ】　町環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

本
町
が
、
加
入
す
る
道
央
廃
棄
物
処

理
組
合※1
で
は
、
令
和
６
年
４
月
よ
り
広

域
に
よ
る
ご
み
の
焼
却
処
理
を
開
始
し

ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
（
排
出
）
方
法
に
つ
い

て
は
、
下
表
の
通
り
変
更
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

他
市
町
と
の
ご
み
分
別
方
法
と
同
様

と
な
る
よ
う
協
議
・
検
討
し
て
い
ま
す

の
で
、
燃
や
せ
る
・
燃
や
せ
な
い
ご
み

に
つ
い
て
は
、
今
後
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
み
分
別
の
変
更
内
容

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
説
明
会
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

※
1
（
千
歳
市
・
北
広
島
市
・
長
沼
町
・

南
幌
町
・
由
仁
町
・
栗
山
町
）

\ 令和 6 年 4 月 /
\ 令和 6 年 4 月 /

ごみの分別方法がごみの分別方法が
変わります変わります

変更しないもの

缶・びん・ペットボトル

プラスチック
卵、カップ麺などのパッ
ク、ポリ袋、ラップ等

資源物（紙類）
新聞、雑誌、段ボー
ル、牛乳パック等

鉄金属、家電製品
鍋、パソコン
やかん、画鋲等

ごみ袋
①袋の種類

・生ごみ袋→廃止
・炭にできる袋→燃やせるごみ
・炭にできない袋→燃やせないごみ
・鉄金属類、わりばし、雑誌
   →わりばしは燃やせるごみへ
　( 鉄金属類、雑誌は変更なし )

・プラスチック、缶・ビン・ペット　
   ボトル、紙類 ( 縛って出すもの )
    →変更なし
②袋の大きさ、販売価格
　→変更なし
③ごみ収集日・ルート
　→変更なし

わりばし類
わりばし、つまよう
じ、木のへら等

炭にできるごみ
テ ィ ッ シ ュ、 た ば こ、
衣類、木くず等

変更後変更前

炭にできないごみ①
ボウル、ざる、
乾燥剤、かばん等

生ごみ
卵の殻、野菜くず、
魚類 ( 骨も含む ) 等 一つの袋 ( 燃やせる

ごみ ) にまとめて捨
てることが可能に

Before After

炭にできないごみ②
粘土、砥石

燃やせるごみ
生ごみ

炭にできるごみ

わりばし類

炭にできないごみ①

燃やせないごみ
炭にできないごみ②
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北
海
道
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・

　

ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ク

◆
内
　
容

　
「
止
ま
れ
る
」「
曲
が
れ
る
」

　

を
目
標
に
、
リ
フ
ト
を
利
用

　

し
た
短
期
集
中
講
座

◆
受
講
料（
保
険
、リ
フ
ト
代
別
）

　

8
0
0
0
円

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

　

12
月
13
日
㈫　

午
後
６
時
半

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
方
法（
定
員
10
人
程
度
）

　

説
明
会
当
日
に
受
け
付
け

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

　

ー
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

　

谷
田　

進
太
郎

　

☎
０
９
０(

１
５
２
６)

３
３
５
６

【
狩
猟
免
許
試
験
】

◆
日
　
時

　

令
和
5
年
2
月
5
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

◆
場
　
所

　

空
知
総
合
振
興
局

◆
料
　
金
（
１
種
目
あ
た
り
）

　

５
２
０
０
円

◆
申
込
期
間
（
定
員
40
人
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
１
級
を
目

　

指
し
た
ポ
ー
ル
練
習

◆
受
講
料（
保
険
、リ
フ
ト
代
込
）

　

1
万
５
千
円

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

　

12
月
13
日
㈫　

午
後
6
時
半

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
方
法
（
定
員
40
人
）

　

説
明
会
当
日
に
受
け
付
け

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

　

ー
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

　

古
川　

慶
一

　
☎
０
９
０
(9
6
9
3
)6
2
7
8

【
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
教
室
】

◆
対
　
象

　

町
内
小
学
校
に
通
っ
て
い
る

２
年
生
ま
で（
初
め
て
ス
キ
ー

を
す
る
お
子
さ
ん
な
ど
）

※
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
」

　

を
受
講
希
望
で
初
め
て
ス
キ

　

ー
を
す
る
方
（
小
学
生
）
は
、

　

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時

・
12
月
29
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
半

　

午
後
１
時
～
２
時
半

・
12
月
30
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
　
所

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市
・
甲
種
（
受
験
資
格

　

制
限
あ
り
）
、
乙
種

◆
試
験
料

　

甲
種
５
７
０
０
円

　

乙
種
３
８
０
０
円

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

電
子
申
請

　

11
月
29
日
㈫
～
12
月
6
日
㈫

　

書
面
申
請

　

12
月
2
日
㈮
～
12
月
9
日
㈮

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

生
活
安
全
課
予
防
係

　

☎
�
０
１
５
０　

【
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
ー
ル
教
室
】

◆
対
　
象

　

町
内
の
小
学
生
（
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ス
ト
５
級
程
度
以
上
）

◆
日
　
時

　

令
和
5
年
１
月
3
日
㈫
か
ら

　

5
日
㈭
・
10
日
㈫
・
11
日
㈬

　

の
平
日
全
5
回

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
　
所

　

北
海
道
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・

　

ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ク

◆
内
　
容

栗
山
」
の
様
子
を
撮
影
・
編
集

し
、
物
語
に
し
た
映
像
作
品
を

上
映
し
ま
す
。

◆
日
　
時

　

12
月
4
日
㈰

　

午
後
1
時
半
～
4
時
半

◆
場
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
ゲ
ス
ト

　

伊
藤
亜
由
美
さ
ん

（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス

　

キ
ュ
ー
社
長
）

　

斎
藤
歩
さ
ん

（
公
益
財
団
法
人
北
海
道
演
劇

　

財
団
理
事
長
）

◆
定
　
員
（
入
場
料
無
料
）

　

先
着
2
0
0
人

※
事
前
に
整
理
券
を
配
布
い
た

　

し
ま
す
。
席
に
空
き
が
あ
る

　

場
合
は
、
当
日
券
も
配
布
し

　

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
整
理
券
配
布

　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

☎
�
3
3
3
3

◆
試
験
日

　

令
和
5
年
1
月
29
日
㈰

　

土
地
と
建
物
に
係
る
固
定
資

産
税
は
毎
年
１
月
１
日
の
状
況

に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
の
新
築
や
増
築
、
取
り

壊
し
が
あ
っ
た
場
合
、
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
車
庫
、
物
置
、
風
除

室
や
倉
庫
な
ど
は
忘
れ
や
す
い

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

は
、
相
続
登
記
や
今
後
納
税
さ

れ
る
方
の
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
４

 

「
秘
め
ら
れ
た
歴
史
遺
産
を
巡

る
」
と
題
し
、
開
拓
の
祖
・
泉

麟
太
郎
翁
な
ど
に
扮
し
た
役
者

に
よ
る
芝
居
を
交
え
な
が
ら
、

栗
山
町
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

る
「
ラ
イ
ブ
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
in

消
防
設
備
士
試
験

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

ジ
ュ
ニ
ア
・
キ
ッ
ズ
教
室

狩
猟
免
許
試
験
・
予
備
講
習

の
ご
案
内

講
習

く
ら
し
・
催
し

「
ラ
イ
ブ
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
in

栗
山
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
」

先
行
上
映
会

固
定
資
産
に
異
動
が
あ
れ
ば

連
絡
を
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◆
日
　
時

　

12
月
16
日
㈮ 

　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場　
所

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　
容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
事
務
所

　

に
よ
る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
定　
員
（
事
前
予
約
制
）

　

6
人

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

　

契
約
、
悪
質
商
法
、
製
品
・

食
品
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
被
害
に

つ
い
て
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
「
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
番
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
（
平
日
の
み
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

　

※
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。　

　

　

12
月
20
日
㈫
～
1
月
20
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
総
合
振
興
局

　
☎
０
１
２
６(
２
０)

０
０
４
３

【
予
備
講
習
】

◆
日
　
時

　

令
和
5
年
1
月
29
日
㈰

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
半

◆
場
　
所

　
岩
見
沢
市
民
会
館
ま
な
み
ー
る

◆
料
　
金
　（
種
目
に
応
じ
て
）

　
８
２
５
０
円
～
１
６
５
０
０
円

◆
申
込
期
間

　

12
月
20
日
㈫
～
1
月
20
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
猟
政
協
議
会

　
☎
０
１
２
６(

２
４)

１
１
１
１

※
予
備
講
習
を
受
講
さ
れ
な
く

　

て
も
、
狩
猟
免
許
試
験
は
受　

　

験
で
き
ま
す
。

※
狩
猟
免
許
試
験
に
合
格
し
、

　

猟
友
会
栗
山
支
部
に
入
会
さ

　

れ
る
方
は
、
狩
猟
免
許
取
得

　

に
か
か
る
費
用
が
全
額
助
成　
　
　

　

さ
れ
ま
す
。

◆
担
当
課

　

町
産
業
振
興
課

　

農
林
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
５

　　
令
和
４
年
度
栗
山
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

令
和
４
年
度
栗
山
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
１１
億
３
９
９
９
万

億
３
９
９
９
万
５５
０
０
０
円　
（
９
２
２
９
件
）
※

０
０
０
円　
（
９
２
２
９
件
）
※
1010
月月
3131
日
現
在
で
す
。

日
現
在
で
す
。

無
料
法
律
相
談

相
談

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１
８
８
い
や
や
」

国 民 年 金

　所得税および住民税の申告では、その年の 1 月
1 日～ 12 月 31 日までに納付した保険料全額が社
会保険料控除の対象となります。
　社会保険料控除を受けるためには、納付を証明
する書類が必要ですので、大切に保管しましょう。

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書

【問い合わせ】
  ねんきん加入者ダイヤル　  ☎ 0570-003-004
  町住民保健課国保グループ  ☎ 73-7508

令和 4 年 10 月～ 12 月に初めて国民年金保険
料を納付された方には 2 月上旬に送付予定。
それ以外の方は 11 月上旬に送付済みです。

② 全く水が出ない場合は業者へご連絡を② 全く水が出ない場合は業者へご連絡を

　氷点下 4 度以下になると、日中でも凍結や破
損の恐れがあります。外出時や、就寝前は水落
としをするように心掛けましょう。

【問い合わせ】町上下水道課　☎ 73-7514

　　水道凍結 　　水道凍結 に注意！に注意！！

①  軽い凍結の際は、タオルとお湯をご用意①  軽い凍結の際は、タオルとお湯をご用意
　軽い凍結の場合は、露出している管（保温
筒などは取り外す）や蛇口などにタオルを巻
きつけ、上からお湯をゆっくりとかけて溶か
してください。

　上記の処置を行っても水が出ない場合は、下
記の指定工事業者に連絡してください。
※修理依頼は、8：00 ～ 16：00 にお願いします。

土日祝は受付対応できない場合があります。

□丸勝給水設備工業株式会社（中央 1）
　☎ 72-1445
□北海設備工業株式会社（朝日 3）
　☎ 72-3440
□三友工業株式会社（継立）
　☎ 75-2050
□有限会社水工社（朝日 3）
　☎ 72-5283

年末調整・確定申告まで大切に保管を！
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【担当課】町ブランド推進課観光・賑わい推進グループ☎ 76-7787

まちなかレストラン創出事業
「ヤムズキッチン」リニューアルのお知らせ

12 月の出店情報はこちら

12 月
 \ 出店多数 /

Facebook LINE

　料理が好きな方や飲食店の開業を目指している方が日替わりでシェフとなり、ランチを提供す
るまちなかレストラン ” ヤムズキッチン ”。商店街の賑わい創出と、出店者のコミュニティビジ
ネス促進や新規開業に繋げていくことを目的に多くのシェフの皆さんが自慢の料理を振る舞って
きました。
　12 月末をもって本事業は一旦休止し、令和 5 年 4 月より栗山駅南交流拠点施設「栗山煉瓦創
庫くりふと」に場所を変え、新たな形で再開する予定です。
　12 月のヤムズキッチンは 8 組のシェフが出店し、バラエティ豊かな料理が楽しめます。皆さ
んのお越しをお待ちしております。

　令和 2 年 10 月にスタートした本事業には町内外
より 20 組のシェフが出店し、出店日数 296 日、約
4,700 名のご来店をいただきました。
　また、ヤムズキッチンの出店を経て、2 組の方が
町内の空き店舗を活用し、新規開業をされました。

令和 3 年 5 月にオープンした「モンテマローネ」

令和 4 年 5 月にオープンした「豚丼  まぜそば  Moro」

Instagram

LINE

町民皆さんの生活を支援します。有効にご使用ください。町民皆さんの生活を支援します。有効にご使用ください。
くりやま生活応援券 くりやま暮らし応援商品券

【使用期限】 令和 5 年 2 月 28 日まで
【使用方法】 支払いの際に、そのまま

　　　　　 使用できます。

【使用期限】 令和 5 年 2 月 28 日まで
【使用方法】 1,000 円の支払いにつき

　　　　　 1 枚使用できます。

※生活応援券、暮らし応援商品券は利用店舗が異なりますので、チラシなど　
　で確認し、お間違えの無いようにお使いください。

11 月 7 日より、
順次配送

しています。
地区によって
配送完了まで
の日数に差
が出る場合

があります。



　

【注意事項】
●事前に買い取りを承諾していない物品を突然売るように要求

したり、消費者の自宅を突然訪問して勧誘したりすることは
禁止されています。また、訪問購入ではクーリング・オフが
認められています。その他困った際はすぐにご相談ください。

●訪問購入の勧誘の電話があっても、必要がなければはっきり
断りましょう。

【くらしの豆知識より（独立行政法人国民生活センター発行）】　
　高齢の母宅に「いらない食器などはないか」と電話があり、訪
問を受けた。訪れた事業者に食器 10 点と靴 4 足を見せると「貴
金属はないか」と言われ、18 金のネックレス 2 点と宝石付きの
指輪 4 点を売却してしまった。総額約 83,000 円を受け取った
が返金するので返品したい。そしてクーリング・オフしたい。

　   　こんにちは！＼ 消費生活相談室です ／

　カレーのスパイスに含まれる成分は、脳の栄養不足を解
消し、認知症予防に効果的と言われており、そばには高血
圧抑制や健康維持に重要な成分が豊富に含まれています。
これら2つを合わせた「カレーそば」の魅力を分かりやす
く説明します。熱々のカレーそばで免疫力を高め、元気に
寒い冬を乗り切りませんか？

【日　時】　12 月 21 日㈬　13：30 ～ 14：30　　　【場　所】　カルチャープラザ「Eki」
【問い合わせ】　ガーデンハウスくりやま（朝日 4）　☎ 72-2600　※事前申込制です。

※新型コロナウイルスの感染状況により中止となる場合があります。
※オレンジカフェでは、心配事や話を聞いて欲しいなどの相談を随時お受けしています。　　
　気軽にお越しください。

本当のねらいは貴金属！？強引な訪問購入に注意！本当のねらいは貴金属！？強引な訪問購入に注意！

オレンジカフェオレンジカフェ

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00
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今月のテーマ　
『究極の健康食』 ～夕張カレーそばの魅力・発信～『究極の健康食』 ～夕張カレーそばの魅力・発信～

【講　師】【講　師】
そば処吉野家（夕張）そば処吉野家（夕張）
髙橋　一太さん髙橋　一太さん

4 代続く4 代続く
カレーそばのカレーそばの
魅力をお伝え魅力をお伝え
しますします

【クーリング・オフ】
契約の申込みや締結後でも、一定
期間であれば無条件で契約の撤回
や解除したりできる制度

◆
12
月
の
納
税
…
12
月
は
町
道
民
税
第
4
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
6
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
6
期
、
介
護
保
険
料
第
6
期
の
納
期
で
す
。
納
期
限
は
12
月
26
日
㈪
で
す
。

　
　
　
　
　
　

   【
問
い
合
わ
せ
】
課
税
内
容
…
町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ　
☎
�
７
５
０
５　

  

納
税
…
町
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ　
☎
�
７
５
０
６

　

「令和 5 年栗山地区新年交礼会」開催中止のお知らせ
　例年開催している栗山地区新年交礼会（栗山商工会議所・栗山町内連合会共催）は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため、令和 4 年に引き続き中止となりましたのでお知らせします。

【問い合わせ】
・栗山商工会議所事務局　☎72-1278
・栗山町内連合会事務局（町経営企画課内）　☎73-7502
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の
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

公
園
へ
の
雪
捨
て

◆
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
や
ソ
リ
な
ど
人
力
で

公
園
の
中
心
ま
た
は
奥
へ
堆
積
お
願

い
し
ま
す
。
大
型
機
械
や
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
雪
を

持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

落
雪
・
屋
根
の
雪
下
ろ
し

作
業
に
ご
注
意
を

◆
毎
年
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
歩
道
に
面

し
て
い
る
屋
根
は
、
早
め
の
雪
下
ろ

し
や
雪
止
め
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
の
た
め
屋
根

に
上
る
際
は
、
命
綱
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
、
２
人
以
上
で
雪
の
ゆ
る

み
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
作
業
を
行

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
雪
捨
場
（
錦
・
角
田
）
の
利
用

◆
期　

間　

　

12
月
１
日
㈭
～
３
月
15
日
㈬

※
１
月
１
日
㈷
～
３
日
㈫
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

◆
時　

間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

※
時
間
外
は
出
入
口
を
施
錠
し
ま
す
。

※
除
排
雪
作
業
の
問
い
合
わ
せ
は
、
各

町
内
会
長
・
自
治
会
長
を
通
し
て
お

願
い
し
ま
す
。

除排雪作業除排雪作業にに

道
路
周
辺
で
は

◆
道
路
沿
い
の
看
板
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
な
ど
は
、
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
低
い
塀
や
庭
木
は
、
赤
い
布
を
つ
け

た
棒
な
ど
で
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
脇
の
雪
遊
び
・
除
雪
車

へ
の
接
近
は
危
険
！

◆
道
路
脇
の
雪
山
で
ス
キ
ー
や
ソ
リ
遊

び
を
し
て
い
た
り
、
除
雪
車
に
近
づ

こ
う
と
し
て
い
る
子
ど
も
を
見
か
け

た
ら
、
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
・
車
両
放
置
は

や
め
ま
し
ょ
う

◆
路
上
駐
車
や
放
置
車
両
が
あ
る
と
除

排
雪
作
業
が
遅
れ
、
地
域
全
体
に
迷

惑
が
か
か
り
ま
す
。

    

敷
地
内
の
雪
処
理

◆
各
家
庭
敷
地
内
の
雪
を
道
路
に
出

す
と
、
雪
の
量
が
増
え
る
た
め
、
除

排
雪
作
業
が
遅
れ
る
な
ど
の
影
響
が

出
ま
す
。
ま
た
、
道
幅
が
狭
く
な
り

交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

玄
関
先
の
雪
処
理

◆
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
玄
関
先
に

雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
各
家
庭
で

ご理解とご協力を
町では冬期間の生活に支障がないよう、
万全の体制で計画的な除排雪作業を進めていきます。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】【問い合わせ】
町建設課総務管理グループ町建設課総務管理グループ
☎ 73-7512☎ 73-7512

\ 雪のシーズン到来 /

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

令和 3年令和 2年令和元年平成 30 年平成 29 年

1.35

2.38

1.32

1.87

2.22

単位：（億円）

0

200

400

600

800

令和 3年令和 2年令和元年平成 30 年平成 29 年

523

701

457
520 542

単位：（㎝）
除排雪経費（決算額） 降雪量（役場敷地内）
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年末年始休業の業務案内

※１ 出生、死亡などの戸籍関係の届出は受け付けします（死亡届に伴う火葬許可証の発行は 8：30 ～ 17：15 まで）
         12 月 29 日㈭、30 日㈮はシステム停止日のため、個人番号カードと電子証明書の発行や更新業務ができません。

12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

栗山町役場　
☎ 72-1111　※ 1

　休業

総合福祉センター「しゃるる」
あさひ工房　☎ 72-1117

スポーツセンター　☎ 72-6161

いきいき交流プラザ　☎ 72-7889

勤労者福祉センター　☎ 72-2529 通　常

児童センター　☎ 72-0801

南部公民館・継立出張所・継立図書室
☎ 75-2111

図書館 ☎ 72-6055

農村環境改善センター・角田図書室
☎ 72-6040

開拓記念館・泉記念館  ☎ 72-6035

環境センター（桜山）への自己搬入
☎ 73-7512

町営バス　☎ 75-7512

オオムラサキ館　☎ 72-3000

子育て支援センター「スキップ」
☎ 72-1280

午前中
のみ開館

家庭ごみ・資源物収集
☎ 73-7511

休　業

12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

栗山赤十字病院
(救急の場合は救急外来へ）☎72-1015

休業
1 月 5 日㈭以降
は通常診療とな
ります。診察時
間や休診日など
は、各医療機関
にお問い合わせ
ください。

梶整形外科  ☎ 72-0058 午前中
のみ診察

午前中
のみ診察

板垣医院　☎ 72-0250 午前中
のみ診察

午前中
のみ診察

長岡医院    ☎ 72-1171

にしみこどもクリニック   ☎ 73-3666 午前中
のみ診察

栗山さいとう眼科　☎ 72-4146 常

つぎたてクリニック　☎ 77-2277 午前中
のみ診察

一部営業

町内医療機関の年末年始診療体制  ※ 2

※ 2   急な病気やケガで、救急車を呼ぶか、受診するか、迷ったときは　救急安心センターさっぽろ　#7119
          （つながらない場合は 011-272-7119）にご相談ください。 24 時間 365 日看護師が相談・案内対応します。

休　業 一部営業
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「                     」「                     」

　

栗
山
町
文
化
振
興
基
金
と
は
、
町
民

や
企
業
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金

を
文
化
振
興
を
図
る
事
業
に
充
て
る
た

め
に
積
み
立
て
し
て
い
る
基
金
で
す
。

　

本
町
の
文
化
を
保
全
お
よ
び
普
及
し

て
い
く
た
め
に
左
記
の
事
業
を
募
集
し

ま
す
。

〇
地
域
文
化
振
興
事
業

　

地
域
の
文
化
振
興
ま
た
は
普
及
を
図

　

る
事
業
（
演
劇
、音
楽
、文
芸
、工
芸
、　

　

郷
土
芸
能
の
鑑
賞
会
、
歴
史
・
自
然 

　

に
関
す
る
学
術
研
究
発
表
な
ど
）

〇
郷
土
芸
能
等
保
存
振
興
事
業

　

郷
土
芸
能
の
保
存
、
継
承
な
ど
を
図

　

る
事
業

〇
芸
術
創
造
普
及
事
業

　

芸
術
家
な
ど
が
行
う
芸
術
の
創
造
普

　

及
を
図
る
事
業　

◆
対
象
者　

　

町
内
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体

◆
補
助
金
額　

　

事
業
区
分
に
よ
り
補
助
割
合
が
異
な

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
�
１
１
１
７　

　

季
節
を
テ
ー
マ
に
、
絵
の
具
や
色
鉛

筆
を
使
っ
て
自
由
な
発
想
を
絵
で
表
現

し
ま
し
ょ
う
。
完
成
し
た
作
品
は
町
図

書
館
で
展
示
予
定
で
す
。

◆
日　
時　
12
月
18
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　

  （
午
前
8
時
45
分
～
受
付
）

◆
場　
所　
あ
さ
ひ
工
房　

工
作
室

◆
対　
象　
小
学
生
以
上
の
町
民

  （
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

◆
参
加
料　
3
０
０
円

◆
講　
師

　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

　

藤
島　

亮
さ
ん

◆
定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

◆
持
ち
物
・
服
装

　

上
靴
、
筆
（
大
、
中
、
小
、
平
筆
）、

　

筆
拭
き
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

※
絵
の
具
と
色
鉛
筆
以
外
を
使
う
場
合

　

は
、
そ
れ
ら
着
色
用
具
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
12
月
13
日
㈫

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
�
１
１
１
７

    

栗
山
町
文
化
振
興
基
金
補
助
金

    

事
業
募
集
の
ご
案
内

    

ひ
ら
め
き
挑
戦

    「
フ
リ
ー
ア
ー
ト
教
室
」

「フリーアート教 室」「フリーアート教 室」

発 想 を 形 に す る発 想 を 形 に す る

1212 月月 77 日㈬～日㈬～ 1212 日㈪日㈪
 9：00 ～ 19：00（最終日は 14：30 まで） 9：00 ～ 19：00（最終日は 14：30 まで）

【問い合わせ】栗山町教育振興会
　　　　　　　　　　　　　（角田小学校）   　☎ 72-0519

カルチャープラザ「Eki」カルチャープラザ「Eki」

くり山の子ども作品展

日  時日  時

場  所場  所

1212 月月 11 日㈭～日㈭～ 33 月月 1515 日㈬日㈬
 9：00 ～ 16：00 9：00 ～ 16：00

【問い合わせ】　町開拓記念館   ☎ 72-6035

町開拓記念館町開拓記念館

古写真画像の片隅に見つける栗山

日  時日  時

場  所場  所

　古写真の片隅に写るものに焦点をあて、　古写真の片隅に写るものに焦点をあて、
新しい角度から栗山の歴史を見つけます。新しい角度から栗山の歴史を見つけます。

　絵画や工作など、小中学生たちの個性あ　絵画や工作など、小中学生たちの個性あ
ふれる作品をご覧ください。ふれる作品をご覧ください。
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　　　　　　　　　【申込先・問い合わせ】　栗山町青年団体協議会　☎ 76-7787

◆
開
催
日　
12
月
18
日
㈰
（
5
回
目
）

◆
時　
間　
午
前
9
時
～
午
後
1
時

◆
場　
所    

雨
煙
別
小
学
校 

    

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

  （
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

◆
定　
員　
20
人

◆
参
加
料
（
保
険
料
込
）

　

大
人　

２
５
０
０
円　

　

小
人　

２
０
０
０
円

◆
持
ち
物

　

上
靴
、
タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
期
限　
12
月
16
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

N
P
O
法
人
雨
煙
別
学
校

　

☎
�
１
６
９
６

ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自

信
VOL.62

◆
開
催
日

　

前
期　

1
月
7
日
㈯
、
8
日
㈰

　

後
期　

１
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

◆
時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

◆
対　
象　
5
歳
～
小
学
6
年
生

◆
参
加
料　
1
2
０
0
円（
保
険
料
込
）

※
詳
細
は
町
内
保
育
施
設
、
小
学
校
で

　

配
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間 　

 （
各
回
先
着
４
人
）　

　

前
期　

12
月
１
日
㈭
～
27
日
㈫

　

後
期　

12
月
20
日
㈫
～
１
月
10
日
㈫

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館　

　

☎
�
3
０
0
0

　

12
月
31
日
㈯
か
ら
１
月
５
日
㈭
ま
で

休
館
し
ま
す
。
電
子
図
書
館
は
利
用
可

能
で
す
が
、
返
却
の
本
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｃ
Ｄ
類
、
大

型
絵
本
や
他
館
か
ら
取
り
寄
せ
た
資
料

の
投
入
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
図
書
館

　

☎
�
6
０
５
５

    

地
域
い
き
い
き
交
流
事
業

    「
お
手
軽
ス
ト
レ
ッ
チ
」

    

図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
飼
育
員
体
験

子
ど
も
飼
育
員
体
験

 

ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
づ
く
り

ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
づ
く
り

 

　
　保護者の方からお預かりしたプレゼントをクリスマスイブ
にお子さんにお届けします。申込期限は 12 月 15 日㈭です。 

【時　間】18：30 ～ 20：00　　　【定　員】20 世帯　
【申込方法】　いちい認定こども園、継立まつば保育園、児童

センター、総合福祉センター「しゃるる」、子育て支援センター
「スキップ」に備付のチラシより申込みください。（申込無料）

◆
開
講
日　

　

１
月
24
日
㈫
、
２
月
28
日
㈫
、

　

３
月
28
日
㈫

◆
時　
間　
午
前
10
時
～
11
時

◆
場　
所　
南
部
公
民
館

◆
定　
員　
12
人

◆
受
講
料　
１
回
２
０
０
円

◆
持
ち
物
・
服
装　

　

飲
み
物
、
運
動
靴
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

　

ル
、
動
き
や
す
い
服
装

◆
講　
師　

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

大
場　

杏
さ
ん

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

☎
�
３
３
３
３

いきもののお世話と昆虫標
本づくりをします

    夢を届ける‼   夢を届ける‼   出前サンタクロース出前サンタクロース

慎重に ...
慎重に ...

みんなでついたお餅を食
べて、お米の収穫をお祝
いします

1224／
SAT

　　　　　　　　　【申込先・問い合わせ】　栗山町青年団体協議会　☎ 76-7787



町民参加のまちづくりを基本に！こちら
町長室

Vol.54

　町民の皆さん、こんにちは。師走を迎え、
寒さも厳しさを増す季節となりましたが、
いかがお過ごしでしょうか。

　10 月 17 日 か ら 11 月 15 日 ま で 町 内
24 会場での「まちづくり懇談会」に約 300
名の町民皆さんに参加いただきました。
　今回は、令和 5 年度から令和 12 年度ま
で 8 年間を計画期間とする、まちの最上
位計画「第 7 次総合計画」の原案をご説明
し、懇談させていただきました。
　この総合計画原案は、昨年来、町民ア
ンケートや分野別団体懇談会、サークル
団体へのグループインタビューなど、あ
らゆる機会を通じて、多くの町民参加の
もと、創り上げたものです。
　今回の懇談会に参加された方からは、
旧継立中学校跡地施設やファブラボ栗山
の利用促進、農業 ICT 化の推進、小学校
の統合問題、移住定住の促進など様々な
視点から、貴重なご意見等をいただきま
した。
　町では、これらのご意見等を精査し、
最終計画案としてまとめ、今月 13 日から
の議会定例会 12 月定例会議に提案いたし
ます。
　今後も、町民参加のまちづくりを基本
に据え、この総合計画に掲げる各施策・
事業を着実に進めてまいります。

　11 月 8 日から 4 日間、東京に出張し関
連企業等への表敬訪問のほか、町政課題
の「国道 234 号整備促進」「栗山高校の環境
整備」について、関係省庁や道内選出国会
議員の先生に要望を行いました。
　出張初日・2 日目は、予てより誘致活動
を進めている「わらべや日洋ホールディン
グス」、また現在、栗山赤十字病院の改築
を進めていただいている「日本赤十字社本
社」などを訪問した後、全国道路利用者会
議主催の「安全・安心の道づくりを求める
全国大会」に出席しました。
　出張 3 日目には、官民の代表者で組織
する栗山町国道 234 号整備促進期成会の
皆さんとともに、国土交通省北海道局や
道内選出国会議員の事務所を訪問し、国

道 234 号の事故危険交差点 7 カ所の早期
改修や 4 車線化の整備促進等を要望しま
した。
　出張４日目は、内閣府地方創生推進事
務局の幹部職員の皆さんに、本町が進め
ている「栗山高校を核とした地方創生の取
組」についてご説明し、懸案となっている
栗山高校女子硬式野球部の「室内練習場・
遠征バス・学生寮増築」など環境整備に対
する、国の支援策等についてご教示いた
だきました。
　今後も引き続き、町政課題の解決に向
けた要望活動を展開してまいります。
　
　さて、これまで 2 年半にわたった新型
コロナウイルスの感染拡大ですが、一時、
新規感染者も減少傾向となりましたが、
ここに来て、再び増加に転じ、第 8 の到
来が指摘されています。また、これから
本格的な冬を迎えるにあたり、インフル
エンザとの同時流行が懸念されています
ので、町民の皆さんには引き続き基本的
な感染対策を講じられますよう、よろし
くお願いします。
　
　本年最後の町長コラムとなりました。
本年は、町長 2 期目のスタートの年でし
たが、様々なことがあり、あっという間
に過ぎ去った感じがしています。来年も
また、心新たに全力で頑張ってまいりま
すので、どうぞよろしくお願いします。
　来たる令和 5 年が、町民皆さんにとって、
希望にあふれ実り多き年となりますよう、
心からお祈り申し上げ、一年間のお礼の
挨拶といたします。少々早いですが、良
いお年をお迎えください。

30302022. 12　広報くりやま

スケボー教室の講師：瀬
尻稜さん。石川祐作さん

元 プ ロ の マ ラ ソ ン ラ ン
ナー有森裕子さん

北海道国保連合会表彰を受
けた北輝男さん

栗山町長　佐々木　学

【来客】

【今月の主な動向】※変更となる場合があります。

12 月 1 日㈭ 民生委員改選に伴う委嘱状
交付・感謝状贈呈

12 月 2 日㈮
人権擁護委員法務大臣表彰伝達式
北海道大学公共政策大学院事例発表

12 月 3 日㈯ 職員採用試験

12 月 5 日㈪
日本共産党栗山町委員会政策要望
第 2 回総合計画審議会

12 月 6 日㈫ 政策推進会議
12 月 7 日㈬ 善行表彰授与

12 月 9 日㈮
警察官友の会優良警察官表彰
農業団体役員歓送迎会

12 月 13 日 ㈫
～ 16 ㈮ 議会定例会 12 月定例会議

12 月 15 日㈭ 子ども・子育て会議
12 月 19 日㈪ 参議院議員政経セミナー
12 月 20 日㈫ 歳末特別警戒パトロール
12 月 21 日㈬ 令和 5 年度建設業振興要望
12 月 22 日㈭ 校歌プロジェクト CD 寄贈
12 月 28 日㈬ 栗山消防団歳末特別警戒
12 月 30 日㈮ 仕事納め・職員訓示

【行事】

令和 4 年度町政功労者表彰式に出席

薄暮時高齢者事故防止街頭啓発に参加

栗山ゆりの会創立 30 周年記念式典に出席

新規就農者激励会に出席

農協青年部主催いもたまねぎ詰め放題会を激励

さっぽろ地下街オーロラタウンの栗
山町物産展で特産品を PR

東京出張：国土交通省北海道局への要望

東京出張：内閣府地方創生推進事務局
への要望

特別職報酬等審議会の鵜川
昌久会長・藤井吉美会長代理
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Kuriyama town
10 月 16 日～ 11 月 15 日届出

戸籍のまど ご厚意

人のうごき
※10月31日現在、（　）内は前月比です。

人　口　　11,141人　
　男　　 5,185人
    女　   5,956人　
世帯数　　  5,796世帯

（－29）
（－13）
（－16）
（－9）

泉徳苑・一草庵へ

　寄　贈　
空知花き生産組合コポロの会
有限会社吉村葬儀社
西一食品株式会社（札幌市）

（敬称略）
社会福祉協議会へ

金一封

澤田　孝子さん（阿野呂）
遠藤　秀幸さん（継立）
榊　　靖穂さん（鳩山）
栗山菊花好友会（道下　武男会長）

住所 氏名 月日 保護者名
中央 4 髙間館　優

ゆう

10/17 翼・理絵
中央 3 田村　瑠

る か

大 10/23 優人・彩乃

おめでた

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
中央 1 太田カチエ 80 10/10 莊逸
御 園 青山　　茂 93 10/16 悟
富 士 阿部　知二 76 10/22 本人
湯 地 浅利　行夫 76 10/25 本人
旭 台 髙野　健一 94 10/25 本人
富 士 南　　厚子 84 10/26 本人
中央 4 西村　敏夫 84 10/29 本人
松風 2 永杉　　忠 81 10/30 本人
錦 3 亀岡　　扶 85 11/1 本人
鳩 山 榊　　猛雄 92 11/2 本人
松風 3 稲垣　宗治 95 11/4 本人
松風 3 掛村　光子 85 11/8 良滿
南学田 中仙道マツ子 100 11/12 秀二
中 里 佐藤市三郎 92 11/14 本人

おくやみ

町へ
金一封

（教育寄附金） 飯沼　紀さん（継立）

▼
上
記
記
事
「
ギ
ャ
ラ
リ
ーRay

」
の
取
材

に
行
き
ま
し
た
。
多
く
の
作
品
が
ズ
ラ
リ

と
並
ぶ
な
か
、
吉
田
代
表
か
ら「
こ
の
取
り

組
み
は
広
報
に
載
っ
て
い
た
栗
高
生
の
言

葉
が
き
っ
か
け
で
し
た
」
と
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
日
、
そ
の
栗
高
生
の

子
に
も
お
会
い
し
て
、
同
じ
く
今
回
の
話

を
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
広

報
が
新
た
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
に

大
変
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。　
　
（
伊
藤
）

▼
先
日
、
春
の
高
校
バ
レ
ー
北
海
道
代
表

決
定
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
が
最
後
に

出
場
し
て
3
年
が
経
ち
、
時
の
流
れ
の
早

さ
を
実
感
。
母
校
や
少
年
団
で
一
緒
だ
っ

た
後
輩
が
活
躍
す
る
姿
に
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
全
力
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち

込
ん
で
い
た
時
に
戻
り
、
ま
た
試
合
を
し

た
い
と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。　
（
松
井
）

▼
町
民
講
座
「
ネ
パ
ー
ル
文
化
を
知
ろ
う
」

に
参
加
し
、
本
場
の
カ
レ
ー
作
り
を
間
近

で
見
学
し
ま
し
た
。
熱
し
た
鍋
に
ス
パ
イ

ス
が
加
わ
っ
た
瞬
間
、
爆
発
的
に
広
が
る

刺
激
的
で
尚
且
つ
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
る
香

り
に
参
加
者
一
同
大
盛
り
上
が
り
。
完
成

し
た
カ
レ
ー
は
、
私
の
知
る
そ
れ
と
は
似

て
非
な
る
も
の
で
し
た
。
ど
う
や
ら
ス
パ

イ
ス
は
様
々
な
料
理
に
応
用
で
き
る
と
の

こ
と
。
す
っ
か
り
ス
パ
イ
ス
の
魅
力
の
虜

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　
　
（
及
川
）

編
集
担
当
者
の

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

くりのさとへ
　金一封　 栗山手をつなぐ育成会（湯地）

（敬称略）

町内にギャラリーオープン

場所：どりーむ（旧天野印刷）の隣（桜丘 1）
※ 12 月 17 日㈯までの日程となっています。
　 上記以外の観覧希望は要相談となります。

　ギャラリー Ray のオープニングを記念して
栗山中学校、栗山高校の美術部が制作した絵
画を展示しています。

【問い合わせ】　代表　吉田礼子　☎ 72-5436

水曜日　　16：00 ～ 17：00

土曜日　13：30 ～ 15：00
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「
栗
山
町
の
冠
の
つ
い
た
名
誉

あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
」。
そ
う
話
す
の

は
、
朝
日
３
丁
目
在
住
の
虻
川
孝

秀
さ
ん
。11
月
15
日
、カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ラ
ザ「
Ｅ
Ｋ
ｉ
」で
町
政
功
労
者

表
彰
式
が
開
か
れ
、
産
業
功
労
部

門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

札
幌
市
出
身
。
酪
農
学
園
大
学

獣
医
学
科
を
卒
業
後
、
昭
和
55
年

か
ら
農
業
共
済
組
合
に
奉
職
し
、

家
畜
診
療
所
の
獣
医
師
と
し
て
診

察
や
予
防
医
療
、人
工
授
精
な
ど
、

36
年
に
わ
た
り
栗
山
町
を
は
じ
め

道
内
の
家
畜
衛
生
向
上
に
長
年
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

虻
川
さ
ん
は
昭
和
63
年
に
栗
山

町
に
移
住
。「
由
仁
町
や
長
沼
町

で
の
勤
務
が
あ
り
、
仕
事
の
関
係

　　　   令和 4 年度「町政功労者表彰」を受賞　　　   令和 4 年度「町政功労者表彰」を受賞

◎表彰式でスピーチを行う虻川さん。これまでの活動を振り返るとともに、支えてい
ただいた方々への感謝の気持ちを伝えた。

ふ
る
さ
と
栗
山
で
輝
く
町
民
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ふ
る
さ
と
栗
山
で
輝
く
町
民
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

き
ら
り
☆
栗
山
人

き
ら
り
☆
栗
山
人

獣
医
師　

獣
医
師　
虻虻あ

ぶ
か
わ

あ
ぶ
か
わ川川　　
孝孝た

か
ひ
で

た
か
ひ
で秀秀  

さ
ん
さ
ん

も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
に
よ
り
都

市
部
へ
の
近
さ
、
住
み
や
す
さ
、

自
然
の
豊
か
さ
な
ど
に
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

家
も
建
て
ま
し
た
ね
」
と
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
仕
事
を
引
退
し
て
い
ま

す
が
、
北
海
道
獣
医
師
会
の
役
員

や
狂
犬
病
の
予
防
注
射
、
さ
ら
に

は
町
の
民
生
委
員
を
つ
と
め
る
な

ど
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。「
今
も
活
動
の
場
を
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
と
お
話
し
す
る
機

会
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
お
り
、
時
々
遊
び
に
来
る

孫
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
す
る

こ
と
も
最
近
の
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。
も
う
少
し
、
人
生
を
楽
し

み
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
す
。

　

今
回
の
取
材
の
際
、近
所
の
方
、

仕
事
、
子
育
て
に
関
わ
っ
た
方
な

ど
に
対
し
、
何
度
も
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
て
い
た
虻
川
さ
ん
。
こ

の
度
は
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今年 2 月には北海道産業貢献賞も
受賞している虻川さん（写真右）




